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文部科学省が平成 25 年 4 月 3 日に発表した「『日本語指導が必要な児童生徒の受入れ状
況等に関する調査（平成 24 年度）』の結果について」1 によると、日本語指導が必要な日
本国籍の児童生徒数は 6,171 人である。うち、海外からの帰国児童生徒は 1,509 人（前年




文部科学省は 2003 年 7 月に小学校における「トピック型」「教科志向型」の「学校教育
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児童 H（以下、H）への日本語支援の報告 4 に加筆・修正したものである。 








































表 1 一次的ことばと二次的ことばのコミュニケーション上の性質 
コミュニケーション形態 一次的ことば 二次的ことば 
（状況） 具体的現実場面 現実を離れた場面 
（成立の文脈） ことばプラス状況文脈 ことばの文脈 
（対象） 少数の親しい特定者 不特定の一般者 
（展開） 会話式の相互交渉 一方向的自己設計 
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力の発達に合わせた支援」「考える力を育成する支援」がある。 
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3.1 実践の内容（実施年はすべて 2015 年） 
指導日 指導内容 指導日 指導内容 
第 1 回 
6 月 9 日 
自己紹介シート作成 第 7 回 
9 月 1 日
漢字（在籍学級の課題） 
日本語と英語の短文読解 
第 2 回 
6 月 16 日 
漢字（在籍学級の課題） 第 8 回 
9 月 8 日
漢字（在籍学級の課題） 
短文要約、漫画の台詞作成 
第 3 回 
6 月 23 日 
学校行事の感想、自分の役割プリ
ント 
第 9 回 
9 月 15 日
漢字（在籍学級の課題） 
漢字パズル、短文読解 
第 4 回 
6 月 30 日 
動画への字幕挿入のやり方プリ
ント、短文読解 
第 10 回 
9 月 29 日
読書感想文作成（走れメロス） 
第 5 回 
7 月 7 日 
漢字（在籍学級の課題） 第 11 回 
10 月 6 日
漢字（在籍学級の課題） 
読書感想文作成（のっぺらぼう） 
第 6 回 
7 月 14 日 
夏休みの計画作成 
短文読解、漢字パズル 







































3.1.2 「メタ言語能力」を高め、論理的思考を育む活動（第 4 回～第 5 回） 

















3.1.3 児童主体の活動（第 6 回～第 12 回） 
徐々に指導員主体から H 主体の実践へと変化した。最も大きな変化は、H の学習に取り
















































（宇都宮 2003：104）。しかし、同じく第 3 回実践が終了した段階で、筆者は更に工夫すべ
き点があることを実感した。それは日本語指導の 3 つの観点「個別化」「文脈化」「統合化」




第 4 回から第 6 回の実践においては以上の気付きを意識し、実践に取り組んだ。結果とし
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完成させたことが H の「自己有能感」を満たしていったものと考えられる。 
 



























義を問うための 2 つの視座（石井 2006：5）を共有できたことも影響しているのではない




























 1 文部科学省 http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/25/04/1332660.htm（2015.11.28） 
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 3 早稲田大学大学院日本語教育研究科設置科目「日本語教育実践研究（3）」 
 4 日本語教育実践研究（3）年少者日本語教育実践研究レポート 
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